
会長
辻本　卓身

　
現
役
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
頑
張
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
高
津
高
校
の
話
。

　
今
年
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ

リ
ー
グ
で
男
女
と
も
銀
メ
ダ
ル
、そ
し
て
パ
リ

五
輪
出
場‥

‥

メ
ダ
ル
の
期
待
が
か
か
っ
て
い

ま
す（
新
聞
が
届
く
こ
ろ
に
は
結
果
が
出
て
お

り
総
会
で
お
話
し
で
き
る
か
も
）。

　
か
つ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を

取
っ
た
時
に
テ
レ
ビ
や
メ
デ
ィ
ア
、そ
し
て
ア

ニ
メ
も
は
や
り
ま
し
た
。そ
ん
な
時
代
の
再
来

で
す
。Ｍ
紙
で
は
2
0
2
3
年
4
月
か
ら「
頂

点
へ
の
覚
悟
」と
い
う
コ
ラ
ム
が
月
一
度
始

り
、今
は
さ
ら
に「
ユ
ウ
キ
サ
イ
ド
」と
い
う
一

面
を
つ
か
っ
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
特
集
記
事

も
月
一
度
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
放
映
も
明
ら
か
に
多
く
な
り
最
後

ま
で
見
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
メ

ジ
ャ
ー
」に
近
づ
い
た
か
？

　
Ｖ
リ
ー
グ（
今
年
か
ら
Ｓ
Ｖ
リ
ー
グ
）の
某

パ
ン
サ
ー
ズ
と
い
う
チ
ー
ム
の
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
に
入
っ
て
い
ま
す
。2
0
2
2
年
ま
で
は
試

合
の
チ
ケ
ッ
ト
も
思
っ
た
よ
う
な
コ
ー
ト
に

近
い
場
所
が
確
保
で
き
ま
し
た（
少
々
後
に

な
っ
て
も
）。と
こ
ろ
が
2
0
2
3
年
の
シ
ー

ズ
ン
に
な
る
と
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
レ
ギ
ュ

ラ
ー
会
員
で
は
思
う
よ
う
な
席
が
確
保
で
き

ず
、コ
ー
ト
か
ら
遠
く
離
れ
た
席
で
す
ら
取
れ

な
い
試
合
も
で
て
き
ま
し
た‥

‥

困
っ
て
い
ま

す
。今
年
は「
シ
ル
バ
ー
会
員
」に
な
る
よ
う
高

い
お
金
を
出
す
か
？
　
こ
れ
も「
メ
ジ
ャ
ー
」

に
近
づ
い
た
証
か
？

　
し
か
し
時
々
応
援
に
行
く
プ
ロ
野
球
オ

リ
ッ
ク
ス
の「
京
セ
ラ
ド
ー
ム
大
阪
」に
来
て

い
る
フ
ァ
ン
の
数
が
桁
違
い(

入
れ
物
が
1
/

10
な
ら
仕
方
な
い
か)

。連
れ
合
い
が
い
う
よ
う

に
や
っ
ぱ
り
野
球
は
メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で

し
ょ
う
♪

　
昨
年
11
月
に
Ｖ
リ
ー
グ
女
子
の
試
合
を「
お

お
き
に
舞
洲
ア
リ
ー
ナ
」に
見
に
行
く
と
き
、

地
下
鉄
コ
ス
モ
ス
ク
エ
ア
の
駅
か
ら
バ
ス
に

乗
ろ
う
と
並
ん
で
い
ま
し
た
。列
が
動
き
出

し
、も
う
少
し
で
乗
ろ
う
と
い
う
と
き
前
の
若

者
が
突
然
後
ろ
を

向
い
て「
こ
の
バ

ス
現
金
の
み
で
す

ね‥
‥

2
1
0
円

貸
し
て
く
だ
さ

い
」と
。バ
レ
ー
の

試
合
を
友
だ
ち
と

見
に
行
く
の
に
現

地
集
合
だ
と‥

‥

。

い
い
よ
、一
緒
に

乗
ろ
う
と
4
2
0

円
払
っ
て
若
者
と

現
地
ま
で
行
き
ま

し
た
。絶
対
返
し
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ま
す
か
ら‥

‥

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
携
帯

の
番
号
を
お
互
い
に
交
換
し
て‥

‥

友
だ
ち
に

お
金
を
借
り
て
座
席
ま
で
返
却
に
来
て
く
れ

ま
し
た
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
時
代
や
な
あ‥

‥

私
も

〇
〇
p
a
y
や
ラ
イ
ン
や
イ
ン
ス
タ
を
使
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た‥

‥

い
や
そ
れ
が
問
題

で
は
な
く
そ
の
若
者
が「
経
験
も
な
い
し
初
め

て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
見
た
け
ど
お
か
げ
さ
ま

で
楽
し
め
た
」と
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
を
く
れ
た

こ
と
が
何
よ
り
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。や
っ
ぱ

り「
メ
ジ
ャ
ー
昇
格
」で
す
！

会則について
　会則に「クラブ活動」という表現がありますが、文部科学省の

「学習指導要領」には「部活動」と記されています。それにしたがっ
て本会会則の「クラブ活動」→「部活動」、「クラブ顧問」→「部活動
担当の教員」と変更します。ご理解ご了承ください。　

会則の変更　（年会費値上げのお願い）について
　今までも会員の皆様には年会費の納入をお願いしてきたところ
です。あわせて役員からの働きかけもあり昨年度の会費収入額
は216,000円（年会費を納入していただいた会員数108名）と徐々
にではありますが本OB・OG会活動に賛同いただける方が増加し
てきています。

一方で本OB・OG会の目的
①定期的なOB・OG会の開催、会員名簿の配布等により、OB・OG
　間相互の交流を図る。
②現役部員のクラブ活動を援助する。
を遂行するための活動資金は年間30万円以上必要です。
　この必要活動資金のうち、会費収入を超える部分につきまして
は有志の方々のご寄付により賄っているのが現状で、OB・OG会
の運営形態として決して正常ではない状態が長く続いています。
　この状態を改善するために、引き続き年会費納入の促進を図る
のは当然のことですが、合わせて年会費の値上げ（1人2,000円か
ら3,000円へ増額）もお願いしたいと存じます。

　なお年会費は、会則8．会計において2,000円との定めがありま
すので、会則の変更が必要です。会則の変更は総会での決議が
必要ですので、11月3日の総会に諮る予定です。

会長　辻本 卓身

初
め
て
試
合
を

見
て
く
れ
た
若
者

チ
ケ
ッ
ト
が
取
れ
な
い
?!

昨
年
秋
の
部
別
で
男
子
は
１
部

女
子
は
２
部
に
昇
格
！

　
　
　
　

今
年
の
春
は
残
念
！

25 期
25 期
28 期
27 期
28 期
29 期
29 期
31 期
45 期
53 期
53 期
55 期
56 期
56 期
70 期
73 期
73 期
74 期
74 期
75 期
75 期
76 期
24 期
24 期
25 期
26 期

辻本　卓身
細谷　尚道
藤原　祥孝
杉田　宏子
本間　新也
古門　真一
山田　良平
泉谷　俊博
有吉　由紀
辻野　浩司
座親　美幸
樋口　善紀
近藤　英明
大渕　静香
渡部　敦貴
村田　一馬
古川　凛々子
中嶋　晴人
河野　莉子
梶　　圭介
井上　真帆
山本　陽菜
尾崎　仁
松井　裕
五藤　史子
上田　純

会  長
副 会 長
会  計
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学生幹事
〃 
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〃
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顧 問
〃

監  事
〃

役員・幹事名簿2024年度

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
も
メ
ジ
ャ
ー
昇
格
や
⁈
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■
R
5
年
４
月
16
日（
日
）

　
春
季
大
会
１
次
予
選
2
部
昇
格

　
２
―
０（
高
津
―
清
明
学
院
）

　
２
―
０（
高
津
―
成
美
）

　
２
―
１（
高
津
―
み
ど
り
清
明
）

■
R
５
年
６
月
４
日（
日
）

　
春
季
大
会
２
次
予
選

　
１
―
２（
高
津
―
芦
間
）

■
R
５
年
７
月
９
日（
日
）　

　
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
大
阪
高
校
男
女
選
手
権
大
会

（
藪
内
・
土
屋
）15
点
１
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ

　
１５
―
５（
高
津
―
同
志
社
香
里
）

　
６
―
１５（
高
津
―
常
翔
学
園
）

■
R
５
年
７
月
１６
日（
土
）

　
大
阪
総
体
地
区
予
選
ラ
ウ
ン
ド

　
２
―
０（
高
津
―
交
野
）

　
０
―
２（
高
津
―
城
東
工
科
）

■
R
５
年
11
月
19
日（
日
）

　
新
人
大
会
１
次
予
選　
2
部
2
位

　
２
―
１（
高
津
―
大
手
門
学
院
）

　
２
―
０（
高
津
―
鳳
）

　
１
―
２（
高
津
―
金
光
大
阪
）

　

第
１
戦
は
追
手
門
学
院
戦
。１
セ
ッ
ト
目
は
ミ

ス
連
発
で

１５‒

２５
と
全
く
い
い
と
こ
ろ
な
し
。2

セ
ッ
ト
目
か
ら
よ
う
や
く
動
き
が
よ
く
な
り
だ
し

て
２５‒

２１
、
　

２５‒

１９
と
2
セ
ッ
ト
連
取
し
て
逆
転
。

幸
先
の
い
い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

　

第
２
戦
の
相
手
は
鳳
高
校
。1
年
生
主
体
の

チ
ー
ム
と
い
う
こ
と
で
２５‒

１７
、２５‒

２２
と
ス
ト

レ
ー
ト
で
2
勝
目
。

　

第
３
戦
の
相
手
は
金
光
大
阪
高
校
。1
セ
ッ
ト

目
は
出
足
よ
く
リ
ー
ド
し
、そ
の
ま
ま
逃
げ
切
り

す
ん
な
り
２５‒

１６
で
取
れ

た
。

　

と
こ
ろ
が
2
セ
ッ
ト

目
、出
足
は
良
か
っ
た
も
の

の
凡
ミ
ス
が
続
い
て
、後
半

逆
転
さ
れ
て
２１‒

２５
で
取
ら

れ
る
。い
よ
い
よ
運
命
の
3

セ
ッ
ト
目
。と
こ
ろ
が
こ
こ

で
相
次
い
で
3
選
手
の
足
が

攣
っ
て
し
ま
い
、メ
ン
バ
ー

交
代
。交
代
し
た
メ
ン
バ
ー

が
善
戦
す
る
も
、残
念
な
が

ら
力
の
差
も
あ
り
２２‒

２５
と

敗
戦
。

　

こ
の
時
点
で
、高
津
、金
光

大
阪
、追
手
門
が
2
勝
1
敗

で
並
ぶ
も
、得
失
点
率
で
高

津
2
位
と
な
っ
た
。

■
R
５
年
12
月
16
日（
土
）・１７
日（
日
）

　
公
立
校
大
会

１
日
目

　
２
―
０（
高
津
―
芦
間
）

　
２
―
０（
高
津
―
門
真
な
み
は
や
）

　
１
―
２（
高
津
―
四
條
畷
）

２
日
目

　
２
―
０（
高
津
―
高
石
）

　
０
―
２（
高
津
―
大
塚
）

　

第
3
試
合
の
四
条
畷
は
第
1
セ
ッ
ト
２３‒

２５
で

取
ら
れ
る
も
、第
2
セ
ッ
ト
は

２５‒

１６
で
取
り
返

す
。第
3
セ
ッ
ト
は
最
後
ま
で
も
つ
れ
た
も
の
の
、

２３‒

２５
で
惜
敗
。と
は
い
え
リ
ー
グ
2
位
で
2
次
予

選
に
進
出
。

　

2
日
目
に
高
石
高
校
と
対
戦
。体
が
動
か
ず
、思

い
通
り
の
プ
レ
ー
が
で
き
な
か
っ
た
が
、相
手
の

ミ
ス
も
あ
り
２‒

０
で
勝
利
。

　

次
の
対
戦
相
手
は
府
下
ナ
ン
バ
ー
1
の
大
塚
高

校
。気
持
ち
を
切
り
替
え
て
、元
気
よ
く
プ
レ
ー
が

で
き
た
感
じ
。０‒

２
と
レ
ベ
ル
の
差
は
大
き
か
っ

た
が
、通
用
す
る
プ
レ
ー
も
あ
り
多
く
の
こ
と
が

勉
強
で
き
た
試
合
だ
っ
た
。ち
な
み
に
大
塚
高
校

は
こ
の
後
4
勝
し
て
、優
勝
。

■
R
６
年
１
月
21
日（
日
）

　
新
人
大
会
１
次
予
選

　
１
―
２（
高
津
―
池
田
）

■
R
６
年
４
月
２１
日（
日
）

　
春
季
大
会
１
次
予
選　
１
部
昇
格

　
２
―
１（
高
津
―
枚
方
津
田
）

　
２
―
０（
高
津
―
富
田
林
）

　
２
―
１（
高
津
―
大
手
門
大
手
前
）

　

第
1
試
合
：
出
だ
し
は
も
た
つ
く
も
の
の
途
中

か
ら
何
と
か
リ
ズ
ム
を
つ
か
み
1
セ
ッ
ト
目
先

取
。2
セ
ッ
ト
目
は
ス
ロ
ー
ス
タ
ー
ト
の
ス
タ
ー

ト
す
ら
で
き
な
い
ま
ま
に
惨
敗
す
る
も
、3
セ
ッ

ト
目
よ
う
や
く
リ

ズ
ム
を
取
り
戻
し

勝
利
。

　

第
2
試
合
：
相
変

わ
ら
ず
出
だ
し
も

た
つ
く
も
の
の
途

中
か
ら
リ
ズ
ム
を

取
り
戻
し
先
取
。2

セ
ッ
ト
目
も
出
だ

し
は
も
た
つ
く
が

最
後
は
粘
っ
て
連

取
、勝
利
。

　

第
3
試
合
：
前
の

2
試
合
同
様
出
だ

し
は
も
た
つ
く
が
、

相
手
も
も
た
つ
き

バ
タ
バ
タ
し
て
い

る
間
に
、こ
ち
ら
が

リ
ズ
ム
を
取
り
戻

し
先
取
。第
2
セ
ッ
ト
は
前
半
好
調
に
飛
ば
す
も

の
の
、後
半
相
手
の
猛
追
に
会
い
逆
転
負
け
。第
3

セ
ッ
ト
は
順
調
に
勝
利
。3
戦
全
勝
で
1
部
昇

格
！！

　

今
回
出
場
し
た
4
チ
ー
ム
は
ど
の
チ
ー
ム
が
勝

利
し
て
も
お
か
し
く
な
い
ほ
ど
実
力
は
拮
抗
し
て

い
た
よ
う
に
思
え
る
中
で
3
戦
全
勝
！　

　

特
に
3
部
降
格
も
経
験
し
た
3
年
生
を
中
心
に

必
死
に
努
力
し
た
で
あ
ろ
う
結
果
1
部
に
返
り
咲

い
た
と
い
う
こ
と
に
感
動
を
覚
え
た
。部
員
の
大

半
が
試
合
終
了
後
感
極
ま
っ
て
涙
を
見
せ
て
い
た

こ
と
か
ら
も
彼
ら
の
喜
び
も
十
分
受
け
取
れ
た
。

■
R
６
年
６
月
４
日（
日
）

　
春
季
大
会
２
次
予
選　

　
２
―
０（
高
津
―
日
根
野
）

　
１
―
２（
高
津
―
大
冠
）

　

初
戦
は
対
大
冠
高
校
。２５‒

１６
、２５‒

２０
の
２‒

０

で
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
。2
セ
ッ
ト
目
は

両
エ
ー
ス
を
温
存
し
た
結
果
、シ
ー

ソ
ー
ゲ
ー
ム
と
な
り
、最
後
は
エ
ー
ス

を
投
入
し
て
振
り
切
っ
た
。正
セ
ッ

タ
ー
が
退
部
し
て
、キ
ャ
プ
テ
ン
が

セ
ッ
タ
ー
を
務
め
た
が
、急
造
の
影
響

は
否
め
ず
、速
攻
を
中
心
と
し
た
セ
ン

タ
ー
攻
撃
が
あ
ま
り
決
ま
ら
な
か
っ

た
。

　

第
2
戦
は
日
根
野
高
校
。初
戦
同
様

ミ
ス
が
多
く
、1
セ
ッ
ト
目
は
２５‒

２３

で
辛
勝
。2
セ
ッ
ト
目
も
も
つ
れ
に
も

つ
れ
て
、最
後
に
逆
転
さ
れ
２２‒

２５
で

1
セ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
。や
は
り
正
セ
ッ

タ
ー
不
在
の
影
響
が
大
き
く
、こ
こ
1

番
の
場
面
で
ト
ス
が
流
れ
る
こ
と
が

多
く
、最
終
セ
ッ
ト
も
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー

ム
の
結
果
２１‒

２５
で
惜
敗
。こ
れ
で
3

年
生
は
引
退
。

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
戦
績

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
戦
績
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■
R
５
年
７
月
１６
日（
土
）

　
大
阪
総
体
兼
全
日
本
高
校
選
手
権

　
大
阪
予
選

　

２
―
０（
高
津
―
交
野
）

　
０
―
２（
高
津
―
汎
愛
）

■
R
５
年
１１
月
１９
日（
日
）

　
秋
季
部
別
大
会

　
（
大
阪
府
高
校
新
人
大
会
一
次
予
選
）

　
２
―
０（
高
津
―
北
千
里
）

　
２
―
０（
高
津
―
上
宮
）

　
０
―
２（
高
津
―
香
里
丘
）　
（
2 

部
維
持
）

　
第
１
試
合：北
千
里
高
校
戦
。

　

１
セ
ッ
ト
目
は
出
足
よ
く
１０‒

２
と
圧
勝
の
雰

囲
気
。と
こ
ろ
が
チ
ャ
ン
ス
ボ
ー
ル
を
落
と
す
な

ど
自
滅
に
近
い
戦
い
で
中
盤
に
追
い
上
げ
ら
れ

る
。何
と
か
前
半
の
得
点
差
を
生
か
し
て
、２５‒

１５

で
１
セ
ッ
ト
目
を
勝
ち
取
る
。２
セ
ッ
ト
目
は
中

盤
の
ま
と
ま
り
の
悪
さ
を
引
き
ず
り
デ
ュ
ー
ス
に

持
ち
込
ま
れ
る
も
、何
と
か
２８‒

２６
で
取
る
。

　
第
２
試
合：上
宮
高
校
。

　

１
年
生
の
み
の
チ
ー
ム
と
い
う
こ
と
で
圧
勝
。

２５‒

１０
、２５‒

１０
で
す
ん
な
り
２
勝
目
を
上
げ
る
。

　

第
３
試
合
は
お
互
い
２
勝
同
士
の
香
里
丘
高
校

と
の
決
戦
。

　

第
1
セ
ッ
ト
前
半
は
サ
ー
ブ
が
よ
く
決
ま
り
、

８‒

５
と
リ
ー
ド
。と
こ
ろ
が
こ
こ
か
ら
相
手
チ
ー

ム
の
反
撃
。一
気
に
逆
転
さ
れ
、善
戦
も
む
な
し
く

１５‒

２５
で
１
セ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
。第
2
セ
ッ
ト
は
全
く

手
が
出
な
い
状
況
で５‒

２５
の
惨
敗
に
終
わ
っ
た
。

■
R
５
年
12
月
１６
日（
土
）・１７
日（
日
）

　
大
阪
府
公
立
高
校
大
会
地
区
予
選

　

１
日
目

　
２
―
０（
高
津
―
鶴
見
商
業
）

　
１
―
２（
高
津
―
桜
和
）

枚
方
津
田
高
校
棄
権

　

第
1
試
合
は
鶴
見
商

業
。

２５‒

１５
、２５‒

１２
で
ス
ト

レ
ー
ト
勝
ち
。

　
第
2
試
合
の
桜
和
も
第

1
セ
ッ
ト

２５‒

１４
で
取

り
、1
次
予
選
1
位
通
過

か
と
思
え
た
が
、第
2

セ
ッ
ト
の
途
中
、エ
ー
ス

で
キ
ャ
プ
テ
ン
の
小
川
が

左
膝
打
撲
で
負
傷
欠
場
。

控
え
の
メ
ン
バ
ー
で
粘
る

も

２１‒
２５
、２１‒

２５
と
惜

敗
。男
子
同
様
2
位
で
の

予
選
通
過
と
な
っ
た
。

■
R
５
年
12
月
16
日　

（
土
）・17
日（
日
）

　
大
阪
府
公
立
高
校
大
会

　
中
央
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
０
―
２（
高
津
―
堺
西
）

　
キ
ャ
プ
テ
ン
は
回
復
せ
ず
欠
場
。

■
R
6
年
１
月
21
日（
日
）

　
大
阪
府
高
校
新
人
大
会　
二
次
予
選

　
０
―
２（
高
津
―
八
尾
）

■
R
6
年
４
月
21
日（
日
）

　
春
季
部
別
大
会

　
大
阪
府
高
校
春
季
大
会　
一
次
予
選

　
０
―
２（
高
津
―
寝
屋
川
）

　
０
―
２（
高
津
―
大
手
前
）

　
０
―
２（
高
津
―
信
太
）　
（
3
部
降
格
）

　
第
1
試
合：寝
屋
川
高
校
。

　

相
手
は
地
力
に
勝
る
寝

屋
川
高
校
。第
1
セ
ッ
ト

は
先
取
さ
れ
る
も
第
2

セ
ッ
ト
は
前
半
粘
り
を
見

せ
一
時
は
リ
ー
ド
す
る

も
、後
半
追
い
上
げ
ら
れ
、

ジ
ュ
ー
ス
に
持
ち
込
む
も

セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
０‒

２

で
惨
敗
。

　

第
2
試
合：

　
大
手
前
高
校
。

　

第
1
セ
ッ
ト
は
前
半
大

き
く
勝
ち
越
し
、こ
こ
で

1
セ
ッ
ト
先
取
す
れ
ば
試

合
展
開
も
も
つ
れ
て
面
白

く
な
る
と
期
待
す
る
も
、

相
手
に
セ
ッ
ト
を
譲
る
形

で
逆
転
負
け
。第
2
セ
ッ

ト
は
そ
の
勢
い
の
差
を
そ

の
ま
ま
引
き
ず
り
セ
ッ
ト

カ
ウ
ン
ト
０‒

２
で
負
け
。

　
第
3
試
合：信
太
高
校
。

　

第
1
、第
2
試
合
と
も
に
応
援
団
の
勢
い
が
そ

れ
ぞ
れ
対
戦
相
手
に
負
け
て
い
た
こ
と
よ
り
キ
ャ

プ
テ
ン
が
男
子
バ
レ
ー
部
の
部
員
を
急
遽
応
援
団

に
要
請
。黄
色
い
声
援
が
飛
び
交
う
中
、男
子
の
野

太
い
声
の
応
援
は
よ
く
響
き
、参
加
4
チ
ー
ム
中

一
番
応
援
が
激
し
か
っ
た
信
太
高
校
の
応
援
団
を

し
ば
し
ば
沈
黙
さ
せ
た
。ま
た
、こ
の
試
合
で
は
寺

本
校
長
も
応
援
に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と

も
あ
り（
?)
1
セ
ッ
ト
目
は
先
取
さ
れ
る
も
、2

セ
ッ
ト
目
は
驚
異
的
な
追
い
上
げ
を
見
せ
て

ジ
ュ
ー
ス
ま
で
あ
と
一
歩
の
２３‒

２５
で
惜
敗
。

　

結
果
は
3
試
合
と
も
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
０‒

２

の
3
敗
で
3
部
降
格
で
あ
る
が
、大
黒
柱
の
キ
ャ

プ
テ
ン
を
負
傷
で
欠
く
中
、さ
ら
に
出
場
4
チ
ー

ム
の
中
で
唯
一
リ
ベ
ロ
ど
こ
ろ
か
交
代
要
員
も
い

な
い（
ベ
ン
チ
登
録
は
9
名
、こ
こ
に
は
負
傷
療
養

中
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
新
1
年
生
1
名
を
含
む
）状

態
で
各
選
手
が
必
死
に
食
ら
い
つ
い
て
い
く
姿
に

感
動
を
覚
え
た
。

■
R
５
年
12
月
16
日（
土
）・16
日（
日
）

　
大
阪
府
高
校
春
季
大
会　
二
次
予
選 

　
０
―
２（
高
津
―
関
西
福
祉
科
学
大
学
高
校
）

　

新
体
制
と
な
っ
て
初
の
公
式
戦
で
し
た
が
、格

上
の
相
手
に
食
ら
い
つ
い
て
最
後
ま
で
諦
め
な

か
っ
た
姿
勢
が
見
ら
れ
た
の
で
、今
後
の
成
長
に

期
待
し
た
い
で
す
。

　

部
に
残
っ
た
1
人
の
3
年
生
も「
や
り
切
っ
た
」

と
、清
々
し
い
表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
戦
績

　
か
ね
て
よ
り
辻
本
会
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。「
コ
ロ
ナ
が
明
け
た
ら
、是
非
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
に

よ
る
現
役
の
試
合
観
戦
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
い
」

と
。今
年
度
は
そ
の
案
が
実
現
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
男
子
顧
問
の
阿
島
先
生
が
高
体
連
の
役

員
を
務
め
て
お
ら
れ
、高
津
高
校
体
育
館
で
の
公
式

戦
が
多
か
っ
た
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
大
い
に
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
で
試
合
の
応
援
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。試
合
の
日
程
に
つ
き
ま
し

て
は
L
I
N
E
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、ご
希
望

の
方
は
左
側
の
Q
R
コ
ー
ド（
29
期
古
門
の
ア
カ
ウ

ン
ト
で
す
）で
友
達
に
追
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
ア
カ
ウ
ン
ト
名
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
多
い
の
で
、友
達

に
追
加
し
て
い
た
だ
い

た
後
に
、必
ず
期
と
フ

ル
ネ
ー
ム
を
古
門
宛
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。

試
合
観
戦
ツ
ア
ー
ご
案
内

（3）2024年8月（第33号）



新チーム紹介

壇野　千尋
村瀬　和子
中谷　愛美
久米　菜月
上妻 　優
藤本 いおり
森下　莉都
亀井 えりか
大西　涼華
牧野　里咲
三浦　綾華
中川　彩月
高田　愛鈴
岩城　叶奈
岩橋　苑実
福島　咲希
杉山 あかり
上津原 帆花
高尾　澄々
山野　芽依

だんの　ちひろ

むらせ 　 わこ

なかたに　あいみ

くめ 　 なつき

こうづま　ゆう

ふじもと　いおり

もりした　りと

かめい　えりか

おおにし　すずか

まきの 　 りさ

みうら　あやか

なかがわ　さつき

たかだ　あいれ

いわき 　 かな

いわはし　そのみ

ふくしま　さき

すぎやま　あかり

うえつはら　かな

たかお　すず

やまの　めい

OH

OP

MB

L

MG

S

OH

MB

MB

S

OH

OH

OH

L

MB

MB

OH

OH

OH

MG

165

166

166

154

152

154

166

168

157

156

161

160

158

149

156

157

164

156

159

163

１

4

6

10

2

5

7

8

9

11

12

13

14

2年

2年

2年

2年

2年

1年

1年

1年

1年

1年

1年

1年

1年

1年

1年

1年

1年

1年

1年

1年

学年 背番号 身長cm ポジション氏　名 氏　名（かな）

女子バレー部 男子バレー部 

川崎　優大
吉岡　諒人
張戸　秀悟
岸上　昊生
津村　健太
髙木 良伊仁
松本　和起
寺道　　庵
迫　　団慶
向井　太一
竹林　知哉
窪田　　巧
立川　瑛斗
万代　　絆
酒井　杏菜音
加藤　桃子
関岡　幸音

かわさき　ゆうた

よしおか　りょうと

はりど　しゆうご

きしがみ　こうせい

つむら　　けんた

たかぎ　　らいと

まつもと　かずき

てらみち　いおり

さこ　　だんけい

むかい　　たいち

たけばやし　ともや

くぼた　　たくみ

たちかわ　あきと

まんだい　きずな

さかい　　あまね

かとう　　ももこ

せきおか　ゆきね

センター／レフト

S

MB

L

OH(レフト)

OH(レフト)

MB

OH(ライト)

S

OH(レフト)

MB

未定

OH(ライト)

未定

MG

MG

MG

181

165

176

165

176

171

170

175

170

187

175

165

170

172

2年

2年

2年

2年

2年

1年

1年

1年

1年

1年

1年

1年

1年

1年

1年

1年

1年

学年 身長cm ポジション氏　名 氏　名（かな）

S：セッター、 OH：アウトサイドヒッター、 OP：オポジット、
MB：ミドルブロッカー、 L：リベロ、 MG：マネージャー
※男子の背番号は試合の都度変更する可能性もあるため、掲載していません。

　　　　　　児玉先生
　新チームの目標として「勝ちにこだわる」
ことを掲げています。
　試合ではさらなる人間的成長と良い結果
のご報告ができるようにチーム一丸となって
精進してまいります。

　　　　　　阿島先生
　１年生が12名（選手9名，マネ3名）入部し、
現在17名で活動を行っております。経験者は
2名（うち1名は小バレのみ経験）と少ないで
すが、目標を高く持ち、日々練習に励んでい
ます。2年生は、1年生が入部してから、頼られ
る存在になろうとそれぞれが努力をしてお

り、顔つきも変わってきた感じです。1年生は
初心者が多いですが、全体的に能力が高く、
これからの活躍に期待できると思います。
　まずは、7月の大阪総体、11月の部別に向
けて、力をつけていきたいと思います。これ
からも、ご支援・ご協力をよろしくお願い致
します。

  　2024年3月30日（土）クリエイトラボ
  にてバレーボール部OB・OG 会の新会
  員歓迎会を実施しました。

　今年卒業した76期生は女子が5人です。
　OBOGは役員12名と大学生を含む若手
が9名が参加。
　現役は男子が15名、女子が11名、顧問の
先生が2名、女子の前顧問の徳谷先生、女子
の北村コーチも参加いただき、総勢56名の
にぎやかな歓迎会となりました。

　辻本会長の歓迎のあいさつ、新会員の自
己紹介と続き、卒業生が現役のころの顧問
の徳谷先生からもお言葉をいただきまし
た。
　その後全員でお
弁当をいただきまし
た。食後の時間を利
用して昨年同様保
護者の方へのお手
紙を渡して、OB・OG

としての心得を説明しました。今までOB・
OG会からボール等支援をしてもらったけ
ど、これからは支援する側になるので、年会

費はきちんと支払ってく
ださい等 ・々・・。

新会員
左から山本　陽菜、
中辻　花菜、佐野　碧、
七森　晴香さん

女子バレー部 男子バレー部

新入会員歓迎会

OBOG会員の心得

新会員歓迎会

KOZU新聞（4）



現 役 援 助 費
新 聞・総 会 案 内 状 印 刷 費
通 信 費
総 会 費
新 OB・OG 歓 迎 会 費
事 務 用 品 費
支 払 手 数 料
懇 親 会 費
雑 費
合 計
差引一 般 正 味 財 産 増 加 額
一 般 正 味 財 産 期 首 残 高
一 般 正 味 財 産 期 末 残 高

会 費 収 入
寄 付 金 収 入
懇 親 会 費 収 入

合 計

179,600
92,070

128,279
61,736
51,206

754
4,620

249,721
20,000

787,986
△105,986
1,897,322
1,791,336
1,791,336

216,000
276,000
190,000

682,000

収入の部 支出の部
1．一般正味財産増減の部

資産の部 負債・正味財産の部

2．正味財産期末残高

未 払 金
負 債 計
一 般 正 味 財 産
正 味 財 産 合 計
負債･正 味 財 産 合 計

現 金
貯 金
預 金
資 産 合 計

２7,７２１
２7,７２１

1,791,336
1,791,336
1,819,057

9,581 
1,２２３678

585,798

1,819,057

貸借対照表 

以上ご報告いたします。

令和 6 年 7 月　8 日
監事　五藤　史子
監事　上田　　純

 

　ご
芳
名
　
　
　
　  

年
次

令和５年度　高津高校バレーボール部　ＯＢ・ＯＧ会決算報告 （単位：円）

正味財産増減計算書 

教
員

3
期

4
期

13
期

18
期

18
期

19
期

21
期

21
期

23
期

23
期

23
期

24
期

25
期

25
期

25
期

25
期

25
期

25
期

26
期

26
期

27
期

29
期

30
期

31
期

31
期

32
期

45
期

45
期

47
期

50
期

50
期

52
期

53
期

5３
期

54
期

5４
期

55
期

56
期

石
黒
先
生

高
井
　
晴
香
様

岡
　
　
庸
祐
様

谷
村
　
文
弘
様

澤
村
　
隆
様

水
野
　
健
二
様

北
村
　
完
様

田
村
　
雅
昭
様

鉄
谷
　
考
史
様

黒
田
　
雄
二
様

吉
田
　
正
和
様

小
野
坂
弥
生
子
様

松
井
　
裕
様

辻
本
　
卓
身
様

中
田
　
十
紀
夫
様

細
谷
　
尚
道
様

田
北
　
ま
す
み
様

五
藤
　
史
子
様

畑
中
　
佳
寿
子
様

庵
原
　
敬
吾
様

上
田
　
純
様

杉
田
　
宏
子
様

山
田
　
良
平
様

山
下
　
由
美
様

大
倉
　
義
也
様

泉
谷
　
俊
博
様

西
　
　
宏
和
様

有
吉
　
由
紀
様

小
川
　
充
恵
様

山
下
　
隆
之
様

藤
原
　
伸
樹
様

森
山
　
亜
希
様

中
川
　
善
之
様

辻
野
　
浩
司
様

座
親
　
美
幸
様

久
田
　
幸
代
様

木
下
　
広
奈
様

樋
口
　
善
紀
様

大
渕
　
静
香
様

監査の結果上記決算報告書は
適正妥当であることを認めました。

令和 6 年 6 月 26 日
会長　辻本　卓身

高津高校バレーボール部 OB・OG会 　

自：令和 5年 ４ 月 １ 日
至：令和 6年 ３ 月３１日

令和6年3月31日現在

ＯＢ・ＯＧ戦

【中年視点】
　なんとか大事なく現役戦が終わる
と、我々ＯＢＯＧにとっての本当の戦
い（懇親会）が始まります。今年は東
京から来てくださる先輩を慕い、総勢
17名であっという間の3時間を楽しく
過ごせました。コロナ禍も終わったこ
とで皆よくしゃべること。その元気を
来年はお昼から発揮してくださいよ、
先輩方。
最後にひと言！！
　20代ＯＢＯＧの参加を心
待ちにしています。正直なと
ころアラフォーにはきつい。
もう体が言うこときかない。
しかし止めたいけど止めら
れない、それがバレーボール
の魅力なのです。
【老年視点】
　石黒先生を囲む年配のメンバー
は、あべのハルカスの桃谷樓に集ま
りました。上は13期の谷村さんから32
期の西くんまで総勢24名。長老の谷
村さんの乾杯の後、関東から駆け付

けていただいた中田さ
ん（25期）と甲斐さん

（25期）による紹興酒の
甕割り等で盛り上がり
ました。なおこのお2人
はOVER60チームで現
役女子に勝てなかった
ことが心残りで、メン
バーの 強 化とユ ニ
フォームの作成を提案
して、最終の新幹線で
帰京されました。

【中年視点】
　事前参加者リストにはアラフォー
OBばかりで不安でしたが、当日大学
生1名、新卒社会人3名が急遽参加し
てくれました。30代3名、40代4名を合
わせて計11名での参戦です。
　試合が始まってみると、おっさん達
の動きの悪いこと。昨年よりも明らか
に下手くそになっていますね。現役生
が昨年から同じメンバーで研鑽を重
ね成長したことを差し引いても、我々
の完敗でした。
　おっさん達（私を含めて）には。来
年に向けて各自ジャンプ力10センチ
アップを命じることにします。
【老年視点】
　25期ＯＢの発案で「60歳以上の
チームで、現役女子と闘う」としたＯ
Ｂチームは老体に鞭打ってガンバリ
ましたが、気持ちの上では若いつもり
でも体がついていかない？
　善戦もむなしく5セット全敗で終わ
りました。ただ45期を中心としたＯＧ
チームは、ママさんバレーの現役選

手も多く、ところどころで目を見張る
ようなプレーが続出。ついには２部の
現役チームから１セットを奪取すると
いう大金星をあげました。

　食後は若手向け総会ということで、
辻本会長（25期）のあいさつ・会計報
告とルーチンの後、今後の公式戦の
日程発表があり、ＯＢＯＧへの応援
の呼びかけをしました。
　その後現役への贈呈式を実施。辻
本会長から男子にはi-Padを、女子に
はユニフォームを贈呈しました。最後
に辻野くん（53期）・南野くん（59期）
から現役部員１人１人に手紙を渡し
ました。この手紙は現役の保護者向
けで、バレーボール部ＯＢＯＧ会の現
役への支援状況をお伝えして、卒業
後もお子さんのＯＢＯＧ会への積極
的な参加を促す内容です。

　その後席を変えて、例のごとく一部
のメンバーと石黒先生とで、ホテルの
ラウンジで飲み直し。昨年以降中止
していた石黒邸での新年会の再開を
企てておりました。

　細谷副会長を中心に、シーズン
中、月一回ゴルフを楽しんでいます。
　現在会員は田村雅昭（21）、松井
裕（24）、中田十紀夫（25）、甲斐政志
（25）、庵原敬吾（26）、嶋津裕之（27）、

萩原裕司（27）、藤原祥孝（28）、古門真一
（29）、西宏和（32）の10名（敬称略）
　ちなみにスコアを気にするというより、
和気あいあいと楽しむという雰囲気のゴ
ルフですので、お気楽にご連絡ください
（笑）。興味のある方は以下のメールアド
レスにご連絡ください。
       komon41@yahoo.co.jp

KVBCゴルフ部会
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ＯＢＯＧ戦10:00～12:00, 13:00～16:00

総会 若　手：12:30～13:00, 
ベテラン：17:00～1７:30

懇 親会 17:30～

OBOG戦  OVER60チーム

OBOG戦  若手OBvs現役 OBOG戦  善戦したOGチーム

総会（昼）

総会  贈呈式 懇親会  若手懇親会

懇親会  ベテラン懇親会

会員募集中‼
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10月14日（土）に実施

した2023年

のＯＢＯＧ会は、予想
以上に大いに

盛り上がりました。現
役は男子27

名・女子12名。そこに
ＯＢが21名、

ＯＧは13名、なんと合
計73名が高

津高校体育館に集ま
り、10:00から

16:00にわたって熱い
ＯＢＯＧ戦を

繰り広げました。



■45期　小川　充恵様
　いつも現役へのご支援、ありがとうござ
います！ 今、娘がキャプテンをしています！

■45期　藤田　耕一郎様
　今年は久々に参加出来ればと思って
いましたが、子供の運動会と重なってし
まったため欠席させていただきます。

■45期　刀禰　直子様
　週3～4回バレーしています。おかげで
体が常にどこか痛いですがなんとか続い
ています。

■47期　山下　隆之様
　仕事は今流行りの脱炭素省エネ補助
金の国の補助金審査員をさせていただ
いています。自宅も会社も光熱費を下げ
たい方、ヒートショックを防ぎたい方はい
つでもおっしゃって下さい（知っ得情報）

■50期　藤原　伸樹様
　5年間のタイ駐在を終えて今年４月に
大阪に戻ってまいりました。OB・OG会で
皆様にお会いできるのを楽しみにしてお
ります。申し訳ありませんが、午後からの
参加になる予定です。

■54期　木下　広奈様
　今年度はぜひ参加させて頂こうと思っ
おりましたが、予定が合わず残念です。
都内在住、大手町で勤務しております。
下の子が年中さんになり子育ても少しず
つ落ち着いてきたので、学生時代の友人
との親交を温め直しております。次こそは
参加させて下さい！

■56期　大渕　静香様
　5歳の息子の育児と仕事に奔走する
毎日です。久しぶりにＯＢ・ＯＧ会に参加さ
せていただき、若いパワーとエネルギーに
刺激をいただければと思っています。

■59期　佐藤　結衣子様
　今は堺の病院で小児科医として働い
ています。子どもの無料学習塾を開催し
ていて、高校生や大学生もボランティアで
参加してくれています。

■69期　奥井　真帆様
　現役時代私はキャプテンでしたが、当
時の副キャプテンと名古屋配属同士で
毎週のように遊んでおります！

■70期　石川　陽菜様
　化学メーカーで経理をしています。
あっという間に社会人2年目になりました。
なかなか同期揃ってOB・OG会に出席は
できませんが、現役の選手たちの声を聞
ける新聞を楽しみにしています。

■75期　清水　風花様
　充実した大学生活を送っています。バ
レーボールはたまにサークルに行ったり、
仙台に来てから知り合った元バレー部の
子と公園で対人したりと、ゆるゆる楽しん
でます。

■25期　五藤　史子様
　ようやくコロナ禍も去り、経営している
ゲストハウスにも海外からのお客様が以
前のように来られるようになり、ホッとして
います。

■25期　田北　ますみ様
　介護アロマの有用性、施設で利用し、
効果を実感しています。

■25期　甲斐　政志様
　昨年（2022年）44年の会社員生活を
終え、現在ゴルフ三昧の毎日です。

■26期　庵原　敬吾様
　24期松井さんと同じ絵画教室に通い
始めて丸2年、今般「二紀展」に応募しま
した。入選か否か、結果はＯＢ・ＯＧ会の
頃には出ています。ＫＶＢＣゴルフ部会は
会報記載の通り、高津同窓会コンペに参
戦。いっしょに回った21期田村さんから

「ウッドのスイングにタメがない」とご指導
いただき、練習に励んでいます。

■26期　清水　雅代様
　事務職とママさんバレーを続けています。

■28期　玉井　宏様
　東京での単身赴任が続いています
が、来春3月に退職の予定です。それまで
勤務先のバレー部（V2リーグ）の応援部
兼宴会部長に励みます。

■29期　森田　実様
　2024年3月に住友商事を卒業します。現
在就活中です。脊椎と両膝に故障を抱え
たポンコツですが、元気にやっています。

■31期　泉谷　俊博様
　実家に戻り、近場でアルバイトをしなが
ら過ごしております。バレーボールとは全く
縁がなく、もっぱら観戦するばかりです。

■32期　大田　登士子様
　今年は息子が結婚し、東京に行ってし
まい少し寂しいですが、好きなことをして
楽しく過ごしておりあります。

■32期　阪本　ゆかり様
　ＯＢＯＧ戦観たかったです～！春の部
別も応援に行きたかったけど、老親の介
護でままならず…。スミマセン。でも会報
読んで元気もらえました。ありがとうござ
います。高津バレー部での日々 とＯＢＯＧ
会が健在なことが、今の私を支えてくれ
てるのかも…。

■37期　宮本　勝道様
　今年もマラソン（神戸・奈良・京都）に
出走します。年々練習がきつくなってきま
したが、まだまだがんばります。

■44期　山口　久栄様
　毎年この時期になると現役時代皆さん
と楽しく過ごした日を思い出します。遠方に
てなかなか参加できず残念ですが、これ
からも皆様のご活躍をお祈りしております。

と歳相応に静かに妻と共にRETIRED 
LIFE（日本語ではどう言うのでしょうね）を
謳歌したいと考えています。
　そして「骨を埋めるのはアメリカ又は日
本のどっち？」を妻と話し合った結果、日本
と決めました。身体が動く（頭もまともな）間
に日本に本帰国します。本帰国はこの数
年以内に実現させますので、日本在住と
なったあかつきにはＯＢ・ＯＧ会にもぜひ参
加したいと思います。

■18期　水野　健二様
　転居・病気・ボケで会費の振込も忘れ
ていた年度もあったと思いますが、どうに
か元気でやっています。

■18期　澤村　隆様
　色即是空を念うとき、日々 少しずつ仕事
を重ねていける境遇に感謝しています。

■18期　加藤　信次様
　がんばって1部昇格して下さい！

■19期　北村　完様
　会社勤めが終わって1年、西国33ヶ所
を回りながら孫と遊ぶ毎日です。

■20期　大北　日吉様
　八尾警察医、成法中学・安中小学校
医、八尾市役所産業医、八尾郵便局医と
ボツボツ仕事をしています。八尾南山本
JSC（サッカー少年団）の団長もしています。

■21期　鉄谷　考史様
　体力、気力の衰えをひしひしと感じる
近頃です。

■23期　小野坂　弥生子様
　当方、今年古希を迎えました。心身の変
化を受け入れつつ現状維持を目指します。

■23期　黒田　雄二様
　昨年は脊柱管狭窄症を患い、運動が
制限されましたが、今年になりほぼ全快。
テニスも今年は好調です。さて今年のＯ
ＢＯＧ会はあいにく仕事（仙台への出張）
が入り、参加できません。

■24期　松井　裕様
　孫２人（3才、２才）の男の子ができ、
9/15に70才の誕生日にはお祝いに来て
くれてうれしかったです。月3回のストレッ
チ、毎週の絵画教室、テニスなど、健康
面でも留意しています。コロナ明け、海
外旅行も行きたいですね。

■24期　尾﨑　仁様
　辻本会長の文章で「あらためて取り組
んでいく覚悟」と頼もしい決意表明に喜ん
でおります。小生70才となり、孫3人。体力の
衰えを感じつつ、診療所続けております。

■賛助会員　石黒　典男様
　川の中を歩ける間はと今年もまた鮎
釣りに興じております。皆様にお会いで
きますことを楽しみにしております。

■賛助会員　升井　久子様
　いつも会報楽しみに読ませていただ
いております（半世紀前の高津を思い
出しながら）。私は元気で、相変わらず
地域の自治会の雑用係で忙しくしてお
ります。皆様の今後の一層のご活躍を
祈ります。

■4期　岡　庸祐様
　90才になりました。足腰の調子悪く、歩
行器頼りの外出です。出席したいのです
が、誠に残念ながら欠席いたします。

■10期　東　三郎様
　この1～2年は天候・病気等世の中が
変わってしまったように思われました。小生
もコロナ・高熱気候で足が弱くなりました。
スクワット等で体力回復を図っています。
｠
■11期　小竹　康彦様
　83歳にもなり、500m以上歩くのも苦労
しております。

■13期　谷村　文弘様
　早や80代に突入。医者通いの合間
に、健康のため合唱、古文書、バード
ウォッチングなど楽しんでおります。

■14期　大荒　利之様
　週1回の講演会聴講、2、3か月に1回の
病院での検査、教養（今日用）がなくなって
きました。時間がある割に物の整理が進ま
ない（終活が煩わしい）、高齢者らしい生活
です。10月に14期の傘寿を祝う会の予定。

■16期　坂本　敞彦様
　今年に入って左膝が悪化、11月に手
術予定です。元気になって、これまで以
上に公民館のパソコン講座、囲碁クラブ
また地域の活動にがんばっていこうと思
う今日この頃です。バレー部男子・女子と
も2部昇格の報うれしいです‼

■17期　井上　光弘様
　今年、喜寿になりました。その誕生日の
思い出作りとして、妻と車でアメリカ大陸
の約2／3の横断旅行に挑戦しました。イ
ンディアナから太平洋（ロスアンジェルス）
に出て、そこから北上し、ラスベガス・ソー
ルトレイクシティ・イエローストーン国立公
園、マウントラシュモア（4人の大統領の顔
が岩山に 彫られている所）などなど、18
州を17日間かけて走行距離8,029㎞を走
破しました（運転は妻と分担です）。こんな
大それた挑戦ができるのもアメリカならで
はですが、自分としてはこれを最後にもっ

昨年の会報に同封していたハガキの近
況欄に、ご記入いただいた皆さまのコメン
トをこちらに掲載させていただきます。来
年も同様に掲載しますので、皆さまのコメ
ント入り返信をお待ちしています。

会員の皆さんの
近況報告
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